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　2026年11月号のニュースレターをお届けします。

　掲載内容に関してご不明な点等があれば、当事務所までお問い合わせください。
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企業に求められる労働時間の適正把握

◆社有車利用・マイカー通勤時に押さえておきたいルール

◆2026年10月から始まった保険料調整制度

◆健康診断にまつわるよくある質問



この機会に自社の労働時間の把握が適正な運用になっているか確認し、問題があれば早急に改
善しましょう。
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企業に求められる
労働時間の適正把握
厚生労働省では毎年11月を「過労死等防止啓発月間」としており、その一環として過重労働解
消キャンペーンを実施しています。このキャンペーンでは、長時間労働が行われていると考えられ
る事業場等に重点監督が実施されますが、労働基準監督署が重点的に確認する事項は労務管
理を行う上で重要なポイントです。以下では、この内容を確認します。

重点確認事項
　厚生労働省は、重点的に確認する事項とし
て、以下の 4点を示しています。
① 時間外・休日労働が「時間外・休日労働に
関する協定届」（36協定届）の範囲内であ
るか等について確認し、法違反が認められ
た場合は是正指導を行う。

② 賃金不払残業が行われていないかについて
確認し、法違反が認められた場合は是正指
導を行う。

③ 不適切な労働時間管理については、労働時
間を適正に把握するよう指導する。

④ 長時間労働者に対しては、医師による面接
指導等、健康確保措置が確実に講じられる
よう指導する。

労働時間の適正把握
　日ごろの労務管理の中では、上記4点のう
ち、特に③の労働時間の適正把握が重要です。
　労働時間の把握については、「労働時間の適
正な把握のために使用者が講ずべき措置に関
するガイドライン」が示されており、労働時間の
適正な把握のために使用者が講ずべき措置と

して、会社は労働時間を適正に把握するため、
従業員の労働日ごとの始業・終業時刻を確認
し、これを記録することが求められています。出
勤簿で出勤の有無を把握するだけでは不十分
で、業務を開始した時刻・業務を終了した時刻
の把握が必要です。
　また、自己申告制で労働時間を把握してい
るケースでは、自己申告により把握した労働時
間が実際の労働時間と合致しているか否かに
ついて、必要に応じて実態調査を実施し、所要
の労働時間の補正を行う必要があります。併せ
て、自己申告した労働時間を超えて事業場内に
残っている時間について、その理由等を従業員
に報告させる場合には、その報告が適正に行わ
れているかを、確認する必要があります。
　その他、実際によくあるケースとして、時間
外・休日労働について、タイムカード等の記録と
は別に従業員からの申請を受け、タイムカード
等の記録と併用しつつ、時間管理を行っている
ことがあります。申請のあった時間外・休日労
働の時間とタイムカード等に記録されている時
間に乖離が生じている場合は、時間外・休日労
働の時間の申請が適正か否かについて確認す
る必要があります。
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近年、自動車運転に関するルールについて、さまざまな変更や変化が生じています。労務管理を行う中で、
労働基準法や労働安全衛生法などの労働にまつわる法令以外も、確認しておきたいものです。
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社有車利用・マイカー通勤時に
押さえておきたいルール
業務で社有車を運転したり、従業員がマイカーで通勤したりするような企業では自動車運転に
関して押さえておきたいルールが複数あります。以下では、その内容を確認します。

生活道路の法定速度の変更
　身近な交通ルールの変更として、2026年
9月1日より、改正道路交通法施行令が施行さ
れ、生活道路における自動車の法定速度が、時
速60キロから時速30キロに引下げられました。
　この生活道路とは、主に地域住民の日常生
活に利用される、中央線や中央分離帯などがな
い比較的狭い道路のことです。

マイナ免許証
　2025年3月24日より、手続きをすることで
マイナンバーカードを運転免許証（マイナ免許
証）として利用できるようになりました。現在、運
転免許証には以下の3つの選択肢があります。

　従業員が社有車を利用する際やマイカー通
勤を許可する際に、運転免許証のコピーを提出
してもらうケースがありますが、マイナ免許証の

みというケースについて、その提出方法が問題
となることがあります。
　マイナ免許証では、マイナポータルを経由し
て免許情報を確認できるほか、「マイナ免許証
読み取りアプリ」をスマートフォンやパソコンに
インストールして、マイナ免許証のICチップに
記録された免許情報を確認することができま
す。従業員に提出してもらう際の案内に、マイナ
免許証の場合の対応についても追記しておくと
よいでしょう。

アルコールチェック
　乗車定員が11名以上の自動車を1台以上使
用している事業所、その他の自動車を5台以上
（自動二輪車（原動機付自転車は除く）は、1台
を0.5台で計算する）使用する事業所では、安
全運転管理者を選任することが義務付けられ
ています。
　この安全運転管理者の業務として、2022年
4月1日から、酒気帯びの有無の確認と記録の
保存が追加されました。さらに、2023年12月
1日からは、この酒気帯びの有無の確認を、アル
コール検知器を用いて行うことになっています。 

① 従来の運転免許証のみ
② マイナ免許証のみ
③ 従来の運転免許証とマイナ免許証の両方
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制度を利用するためには「保険料調整開始申出書」を、申出期限内に事務センターまたは管轄の年金事
務所へ提出する必要があります。任意特定適用事業所の申出や、特定適用事業所の該当により自動的に
対象になるわけではないので注意が必要です。
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2026年10月から始まった
保険料調整制度
2026年10月から、社会保険料に関する新たな制度として、「保険料調整制度」が始まりました。
この制度は、パートタイマー等が社会保険に加入することで、手取り額が低下することを避ける
ために設けられたものです。制度は通算3年間利用できることになっています。

保険料調整制度の概要
　社会保険料（健康保険料・厚生年金保険料）
は、事業主と被保険者で原則として折半で負
担することになっています。保険料調整制度で
は、本来、被保険者が負担する社会保険料の
一部を、一時的に事業主が追加負担すること
で、対象となる被保険者の社会保険料の負担
を軽減するものです。
　事業主が追加負担した社会保険料は、一旦、
納付する必要がありますが、3ヶ月後に納付す
る社会保険料額から追加負担した額が差し引
かれるため、事業主が納付する社会保険料は
最終的には増えません。また、制度を利用した
被保険者に係る給付にも、影響はありません。

対象となる事業所と被保険者
① 対象となる事業所
　制度は、2026年10月1日以降に任意特定
適用事業所となった事業所や、2027年10月1
日以降の社会保険の適用拡大により特定適用
事業所となった事業所などが対象となります。
　対象となった事業所は、対象となった月から2
年以内に申出をすることで制度の利用が開始
されます。

② 対象となる被保険者
　対象となる被保険者は、短時間労働者として
社会保険に加入する標準報酬月額が12万6千
円以下の被保険者です。複数の事業所で社会
保険に加入する被保険者等、一部、対象外とな
る人を除き、制度を利用する事業所に勤務する
すべての対象被保険者に制度が適用されます。

社会保険料の軽減割合
　下表のように、被保険者の軽減割合は標準
報酬月額ごとに定められており、3年目は軽減
割合が1・2年目の半分に縮小します。

　

　制度を利用するときには、対象となる従業員
の給与から控除する社会保険料を誤らないよ
うにする必要があります。この際、賞与にかか
る社会保険料、介護保険料および子ども・子
育て支援金は、軽減対象にはなりません。

標準報酬月額 制度利用1・2年
目の負担割合

制度利用3年目
の負担割合

88,000円以下 75 : 25 62.5 : 37.5
98,000円 70 : 30 60 : 40

104,000円 64 : 36 57 : 43
110,000円 59 : 41 54.5 : 45.5
118,000円 55 : 45 52.5 : 47.5
126,000円 52 : 48 51 : 49

保険料の負担割合（事業主：被保険者）
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11月号 / 2026安全衛生情報  　会話で学ぶ人事労務管理の勘所

健康診断にまつわるよくある質問
このコーナーでは、人事労務管理で問題になるポイントを、
社労士とその顧問先の総務部長との会話形式で分かりやすくお伝えします。

総務部長

来月、定期健康診断（以下、「健康診断」という）を実施するのですが、疑問に思うことが
出てきたので教えてください。

どのような疑問でしょうか。

当社は基本的には勤務時間中に受けてもらっていますが、業務の都合で受けられない場
合は、休日に受診してもらうことがあります。このような健康診断の受診中の賃金はどの
ようにすべきでしょうか。

健康診断は、一般的な健康確保を目的として会社に実施義務が課せられており、業務遂
行と直接の関連において行われるものではないとされています。つまり、業務ではないた
め必ずしも賃金を支払う義務はなく、労使の取り決めによることとなります。

会社に健康診断の実施が法令で義務付けられていることから、会社が負担すべきとされ
ています。

その通りです。従業員の判断にはなりますが、健康障害の防止のために二次健康診断
の受診を勧めることが望ましいです。

① 健康診断の受診中の賃金については、労使の取り決めとされているが、円滑な受診を考
えると、支払うことが望ましい。

② 健康診断の費用は、会社が負担すべきとされている。
③ 二次健康診断は、会社に実施が義務付けられていないため、受診中の賃金の支払いおよ
び費用の負担義務はない。

労使で、賃金を支払わないと取り決めることができるということですか。

なるほど。健康診断結果を受け、二次健康診断の受診が必要となるケースがありますが、
この受診中の賃金や費用の負担はどのようになっていますか。

はい。ただ、円滑な受診を考えると、受診中の賃金を支払うことが望ましいとされています。

二次健康診断については、会社に実施が義務付けられていないため、会社に受診中の賃
金の支払いおよび費用の負担の義務はありません。また、会社は、従業員に対して二次
健康診断の受診を義務付けることはできません。

当社のように勤務時間中に受診し、賃金の控除をしない取扱いは、この考え方に合っている
ということですね。そして、休日に受診する場合、賃金を支払っていませんが、この取扱いは、
労使の取り決めということですね。ちなみに、健康診断の費用は誰が負担すべきですか。

受診するかどうかは、従業員の判断となるということですね。

社労士

ONE 
POINT
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いよいよ年末調整の準備を行う時期になりました。今年も所得税の改正があり、年末調整の手
続に戸惑う従業員も多いと思います。まずは担当者が変更点をしっかり理解した上で、わかりや
すく説明しておきましょう。

　11月は、所得税（復興特別所得税を含む）の予定納税第2期分の納付月です。もし、その年の申告納税見積額が予定納
税基準額※に満たないと見込まれる場合には、予定納税額の減額にかかる承認を申請することができます。11月1日から
11月15日まで（2026年は11月16日まで）に提出できる減額申請は、予定納税のうち第2期分のみです。
（※）予定納税基準額は、税務署が計算をして事前に納税者へ通知します。この予定納税基準額は所得税及び復興特別所
得税の合計額で計算します。

　パートやアルバイト等の場合、扶養の範囲等で働いていることが多くあります。そのため、年末になると、扶養の範囲を超
えることを気にして、勤務を調整する方も多いでしょう。年末の忙しい時期になって人手不足で困ることがないよう、今のうち
から収入をチェックしておきましょう。今年も所得税や住民税に関する年収の壁が見直されていますので、その点にも注意が
必要です。

　会社の年度カレンダーの準備を開始しましょう。取引先へカレンダーを配る場合には、年末の挨拶に間に合うように準備
しましょう。
　年賀状を出す場合は、手配が必要になります。早めに送付先の確認をしておきましょう。

　年末行事の大きなものに忘年会があります。全社行事として執り行う場合は、総務が中心となって企画運営していくこととな
ります。場所の確保、来賓の確認、乾杯の音頭、挨拶等の依頼、余興の準備、出席者数の確認など、段取りよく進めましょう。 

　年末賞与を支給する企業では、今月は、賞与の支給額を決めるための準備があります。業績や勤務成績などの情報を整理
し、人事評価資料の配付などを行いましょう。

　年末調整は、事前にどこまで準備を進めておくかで、業務効率が大きく異なります。今年は、基礎控除・ 給与所得控除の
見直し、扶養親族等の所得要件の改正、生命保険料控除の改正等が行われています。変更点を整理して従業員に周知する
とともに、申告書の提出忘れや証明書の添付もれなどがないよう、早めに回収期限を設けて確認しましょう。

　年末調整を電子化している企業も増えています。業務効率化のメリットも大きいため、紙の申告書で年末調整を行ってい
る企業では、電子化への切り替えを検討するのもよいでしょう。

年末調整の準備

年末賞与の支払準備

所得税の予定納税額の減額申請 （第2期分のみ）

パート等の年間収入をチェック

翌年のカレンダーの作製と年賀状の手配

忘年会の準備06

05

04

03

02

01
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